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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークデータベースにおけるレコードの更新をリレーショナルデータベースに反
映させるデータベース更新情報の反映システムであって、
　リレーショナルデータベースに更新を反映させるネットワークデータベースのレコード
名を格納する反映対象テーブルと、
　ネットワークデータベースのレコードのレコード名と、該レコードの最上位階層から当
該レコードの階層までの各識別子と、追加、変更、削除、および、出力なしの何れかの更
新区分と、該レコードの更新データの情報を含む該レコードの更新情報を蓄積格納する更
新情報蓄積部と、
　前記ネットワークデータベースに格納される各レコードの更新時に、前記反映対象テー
ブルに、該更新対象のレコードのレコード名に一致するものがあった場合に、前記更新情
報蓄積部内に該更新対象のレコードのレコード名および該レコードの最上位階層から当該
レコードの階層までの各識別子と合致するものが存在するか検索する検索手段と、
　前記検索手段による検索の結果、前記更新情報蓄積部に前記更新対象のレコードのレコ
ード名および該レコードの最上位階層から当該レコードの階層までの各識別子と合致する
ものが存在しない場合に、
　該更新対象のレコードのレコード名および該レコードの最上位階層から当該レコードの
階層までの各識別子を含む該レコードの更新情報を前記更新情報蓄積部に蓄積格納する更
新情報蓄積手段と、
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　前記検索手段による検索の結果、前記更新情報蓄積部に前記更新対象のレコードのレコ
ード名および該レコードの最上位階層から当該レコードの階層までの各識別子と合致する
ものが存在する場合に、
　該更新情報蓄積部に格納された該合致するレコードの更新情報に含まれた更新区分と該
更新対象のレコードの更新区分について、
　前者が追加または変更で後者が変更である場合には、前者の更新データを後者の更新デ
ータに更新し、
　前者が追加で後者が削除である場合には、前者の更新区分を出力なしに更新し、
　前者が変更で後者が削除である場合には、前者の更新区分を削除に更新し、
　前者が削除で後者が追加である場合には、前者の更新区分を変更に更新し、前者の更新
データを後者の更新データに更新する、塗替処理手段と、
　前記蓄積手段に蓄積された前記レコードの更新情報に含まれたレコード名と前記連結識
別子とから、前記リレーショナルデータベース内のテーブルを特定し、該テーブルを前記
レコードの更新情報で更新する更新手段と、
を備えたことを特徴とするデータベース更新情報の反映システム。
【請求項２】
　ネットワークデータベースにおけるレコードの更新をリレーショナルデータベースに反
映させるデータベース更新情報の反映システムをコンピュータによって機能させるプログ
ラムであって、
　前記データベース更新情報の反映システムは、リレーショナルデータベースに更新を反
映させるネットワークデータベースのレコード名を格納する反映対象テーブルと、
　ネットワークデータベースのレコードのレコード名と、該レコードの最上位階層から当
該レコードの階層までの各識別子と、追加、変更、削除、および、出力なしの何れかの更
新区分と、該レコードの更新データの情報を含む該レコードの更新情報を蓄積格納する更
新情報蓄積部と、を備え、
　前記プログラムは、
　コンピュータを、
　前記ネットワークデータベースに格納される各レコードの更新時に、前記反映対象テー
ブルに、該更新対象のレコードのレコード名に一致するものがあった場合に、前記更新情
報蓄積部内に該更新対象のレコードのレコード名および該レコードの最上位階層から当該
レコードの階層までの各識別子と合致するものが存在するか検索する検索手段と、
　前記検索手段による検索の結果、前記更新情報蓄積部に前記更新対象のレコードのレコ
ード名および該レコードの最上位階層から当該レコードの階層までの各識別子と合致する
ものが存在しない場合に、
　該更新対象のレコードのレコード名および該レコードの最上位階層から当該レコードの
階層までの各識別子を含む該レコードの更新情報を前記更新情報蓄積部に蓄積格納する更
新情報蓄積手段と、
　前記検索手段による検索の結果、前記更新情報蓄積部に前記更新対象のレコードのレコ
ード名および該レコードの最上位階層から当該レコードの階層までの各識別子と合致する
ものが存在する場合に、
　該更新情報蓄積部に格納された該合致するレコードの更新情報に含まれた更新区分と該
更新対象のレコードの更新区分について、
　前者が追加または変更で後者が変更である場合には、前者の更新データを後者の更新デ
ータに更新し、
　前者が追加で後者が削除である場合には、前者の更新区分を出力なしに更新し、
　前者が変更で後者が削除である場合には、前者の更新区分を削除に更新し、
　前者が削除で後者が追加である場合には、前者の更新区分を変更に更新し、前者の更新
データを後者の更新データに更新する、塗替処理手段と、
　前記蓄積手段に蓄積された前記レコードの更新情報に含まれたレコード名と前記連結識
別子とから、前記リレーショナルデータベース内のテーブルを特定し、該テーブルを前記
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レコードの更新情報で更新する更新手段と、
　して機能させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はネットワークデータベース（ＮＤＢ）のデータ更新内容をリレーショナルデータ
ベース（ＲＤＢ）へ反映するデータベース更新情報の反映システムそのためのプログラム
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ビジネスにおいて通常の取引により発生するデータは、日毎等にまとめて基幹系のデータ
ベースへ登録されることが一般的に行われている。基幹系のホストコンピュータで利用さ
れるＤＢは、一般的にはネットワークデータベース（ＮＤＢ）である。
【０００３】
しかし、このようなデータを利用して何らかの分析を行なう場合には、情報系のデータベ
ースであるリレーショナルデータベース（ＲＤＢ）の形式で格納されたデータの方が効率
良く処理を行なえるため、ＮＤＢのデータをＲＤＢのデータとして扱えるように反映処理
を行っている。ここで、ＮＤＢとＲＤＢの特徴を以下に記す。
【０００４】
ネットワークデータベース（ＮＤＢ）：
レコードを階層関係を基にポインタを利用してレコード間に１対ｎの親子関係（網構造）
を設けて管理する。階層間のレコードの親子関係をセットという仕組みで保持している。
プログラム／データの論理関係／データの物理的構造を独立して定義できる。階層関係に
沿って処理するため階層関係にあるレコードに対して検索、更新スピードが速く、レスポ
ンス重視の基幹系業務向きである。
【０００５】
リレーショナルデータベース（ＲＤＢ）：
レコードを二次元の表（テーブル）を用いて管理する。データ間の親子関係をキーでのみ
表現する。各データに設けたキーを利用することにより、異なるテーブル間のデータを連
携できるため、すなわちＮＤＢと異なりレコード間の関係付けが無いため、目的に応じた
柔軟な検索が可能であり、情報系業務向きである。
【０００６】
このようなＮＤＢの更新データをＲＤＢへ反映させるとき、ＮＤＢの更新データの内容だ
けを見てもどのＲＤＢテーブルと対応しているか判定できない。このため、このような階
層構造であるＮＤＢから表構造であるＲＤＢへデータを反映させる方式として、従来、下
記の３つの方式の何れかがとられていた。
【０００７】
従来方式１：ＮＤＢの静態をＲＤＢへコピーする。コピーするための専用処理プログラム
、すなわちＮＤＢ側の各レコードにキーを付けて対応するＲＤＢ側のテーブル内のデータ
を更新するプログラムを必要とする。
【０００８】
従来方式２：ＮＤＢの取引ログ（取引履歴）を利用してＲＤＢの更新時にＮＤＢの更新時
の内容を再現してＲＤＢへ反映する。
【０００９】
従来方式３：ＮＤＢのデータがＲＤＢ内のどのアドレスに格納されているかを示す対応表
（アドレステーブル）を用意し、ＮＤＢの更新ログにＲＤＢのアドレスを付加し、ＲＤＢ
の反映の際にこのアドレスに従ってＲＤＢを更新する（特開平７－２４４６０５参照）。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来方式によるＮＤＢからＲＤＢへのデータの反映処理は、次のような問題がある。
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従来方式１では、ＮＤＢのレコードを全て読み込んで、複写しなければならず高負荷のた
め１日に１度程度しか反映処理を実施できない。従来方式２では、ＲＤＢを更新する段階
でＮＤＢの更新と同様な処理を再度行わねばならず処理時間と負荷が２倍になる。従来方
式３では、アドレステーブルを常に最新化し、管理しておく負担が発生する。このように
、従来方式１～３は何れもＮＤＢからＲＤＢへのデータの反映処理が高負荷となりもしく
は長時間を要するという問題がある。
【００１１】
それゆえ、本発明は上記問題を解決し、ＮＤＢにおけるデータの更新を迅速かつ効率良く
ＲＤＢにおけるデータに反映させるデータベース更新情報の反映システムおよびそのため
のプログラムを提供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　上記問題を解決する本発明によるデータベース更新情報の反映システムは、ネットワー
クデータベースにおけるレコードの更新をリレーショナルデータベースに反映させるデー
タベース更新情報の反映システムであって、リレーショナルデータベースに更新を反映さ
せるネットワークデータベースのレコード名を格納する反映対象テーブルと、ネットワー
クデータベースのレコードのレコード名と、該レコードの最上位階層から当該レコードの
階層までの各識別子と、追加、変更、削除、および、出力なしの何れかの更新区分と、該
レコードの更新データの情報を含む該レコードの更新情報を蓄積格納する更新情報蓄積部
と、前記ネットワークデータベースに格納される各レコードの更新時に、前記反映対象テ
ーブルに、該更新対象のレコードのレコード名に一致するものがあった場合に、前記更新
情報蓄積部内に該更新対象のレコードのレコード名および該レコードの最上位階層から当
該レコードの階層までの各識別子と合致するものが存在するか検索する検索手段と、前記
検索手段による検索の結果、前記更新情報蓄積部に前記更新対象のレコードのレコード名
および該レコードの最上位階層から当該レコードの階層までの各識別子と合致するものが
存在しない場合に、該更新対象のレコードのレコード名および該レコードの最上位階層か
ら当該レコードの階層までの各識別子を含む該レコードの更新情報を前記更新情報蓄積部
に蓄積格納する更新情報蓄積手段と、前記検索手段による検索の結果、前記更新情報蓄積
部に前記更新対象のレコードのレコード名および該レコードの最上位階層から当該レコー
ドの階層までの各識別子と合致するものが存在する場合に、該更新情報蓄積部に格納され
た該合致するレコードの更新情報に含まれた更新区分と該更新対象のレコードの更新区分
について、前者が追加または変更で後者が変更である場合には、前者の更新データを後者
の更新データに更新し、前者が追加で後者が削除である場合には、前者の更新区分を出力
なしに更新し、前者が変更で後者が削除である場合には、前者の更新区分を削除に更新し
、前者が削除で後者が追加である場合には、前者の更新区分を変更に更新し、前者の更新
データを後者の更新データに更新する、塗替処理手段と、前記蓄積手段に蓄積された前記
レコードの更新情報に含まれたレコード名と前記連結識別子とから、前記リレーショナル
データベース内のテーブルを特定し、該テーブルを前記レコードの更新情報で更新する更
新手段と、を備えたことを特徴とする。
【００１４】
　上記問題を解決する本発明によるデータベース更新情報の反映プログラムは、ネットワ
ークデータベースにおけるレコードの更新をリレーショナルデータベースに反映させるデ
ータベース更新情報の反映システムをコンピュータによって機能させるプログラムであっ
て、前記データベース更新情報の反映システムは、リレーショナルデータベースに更新を
反映させるネットワークデータベースのレコード名を格納する反映対象テーブルと、ネッ
トワークデータベースのレコードのレコード名と、該レコードの最上位階層から当該レコ
ードの階層までの各識別子と、追加、変更、削除、および、出力なしの何れかの更新区分
と、該レコードの更新データの情報を含む該レコードの更新情報を蓄積格納する更新情報
蓄積部と、を備え、前記プログラムは、コンピュータを、前記ネットワークデータベース
に格納される各レコードの更新時に、前記反映対象テーブルに、該更新対象のレコードの
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レコード名に一致するものがあった場合に、前記更新情報蓄積部内に該更新対象のレコー
ドのレコード名および該レコードの最上位階層から当該レコードの階層までの各識別子と
合致するものが存在するか検索する検索手段と、前記検索手段による検索の結果、前記更
新情報蓄積部に前記更新対象のレコードのレコード名および該レコードの最上位階層から
当該レコードの階層までの各識別子と合致するものが存在しない場合に、該更新対象のレ
コードのレコード名および該レコードの最上位階層から当該レコードの階層までの各識別
子を含む該レコードの更新情報を前記更新情報蓄積部に蓄積格納する更新情報蓄積手段と
、前記検索手段による検索の結果、前記更新情報蓄積部に前記更新対象のレコードのレコ
ード名および該レコードの最上位階層から当該レコードの階層までの各識別子と合致する
ものが存在する場合に、該更新情報蓄積部に格納された該合致するレコードの更新情報に
含まれた更新区分と該更新対象のレコードの更新区分について、前者が追加または変更で
後者が変更である場合には、前者の更新データを後者の更新データに更新し、前者が追加
で後者が削除である場合には、前者の更新区分を出力なしに更新し、前者が変更で後者が
削除である場合には、前者の更新区分を削除に更新し、前者が削除で後者が追加である場
合には、前者の更新区分を変更に更新し、前者の更新データを後者の更新データに更新す
る、塗替処理手段と、前記蓄積手段に蓄積された前記レコードの更新情報に含まれたレコ
ード名と前記連結識別子とから、前記リレーショナルデータベース内のテーブルを特定し
、該テーブルを前記レコードの更新情報で更新する更新手段と、して機能させることを特
徴とする。
【００１５】
【発明の実施の形態】
図１は本発明によるデータベース更新情報の反映システムの一実施形態の概略構成図であ
る。図１全体に示す本発明のデータベース更新情報反映システム１０は、大型のコンピュ
ータシステム（例えば、銀行の事務センタに設置されたコンピュータ）で構成され、演算
や制御を行うＣＰＵ１、キーボードやマウスやフレキシブルディスク等の入力部２、ＣＲ
Ｔやプリンタやフレキシブルディスク等の出力部３、ＣＰＵ１が実行するプログラムやデ
ータの一時記憶エリアおよびＣＰＵ１のワークエリアに用いられる内部記憶部４、必要に
応じて内部記憶部４に書込まれるプログラムやデータを格納する外部記憶部５および他の
コンピュータシステムに通信可能に接続され該システムとの間でプログラムやデータを送
受信する通信部６を有する。
【００１６】
例えば主としてＲＡＭからなる内部記憶部４には、ＮＤＢ更新処理部４１、ＮＤＢ更新情
報蓄積部４２、ＲＤＢ更新処理部４３等が設けられており、例えば主として磁気ディスク
からなる外部記憶部５には、ネットワークデータベース（ＮＤＢ）５１、リレーショナル
データベース（ＲＤＢ）５２、ＲＤＢ反映対象テーブル５３、取引ログ５４の各情報が格
納されている。本実施形態では１つの外部記憶部５に上記４つの情報を格納するが、これ
らの情報はそれぞれ独立の磁気ディスク等の外部記憶装置で構成してもよい。また、本実
施形態では１つの大型のコンピュータシステムで構成したが、ＲＤＢ５２を他のコンピュ
ータシステムに組込み、これらのコンピュータ間を通信可能に接続した構成にしてもよい
。
【００１７】
ＮＤＢ更新処理部４１はＮＤＢ５１のレコードを更新する機能を有する。ＮＤＢ更新情報
蓄積部４２はＮＤＢ５１のレコードが更新される度に最新となったレコードに関する情報
、すなわちＮＤＢ更新情報を一時的に蓄積するための記憶エリアである。ＮＤＢ更新情報
は、通信部６を介して本発明のデータベース更新情報反映システム１０に接続された他の
コンピュータ（例えば、銀行の支店に設置された端末装置）から入力され、一時的にＮＤ
Ｂ更新情報蓄積部４２に格納され、塗替処理（後述）等をされた後、取引ログ５４へ格納
される。ＲＤＢ更新処理部４３はＮＤＢ５１のレコードの更新処理を反映してＲＤＢ５２
のテーブルを更新する機能を有する。
【００１８】
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図２は図１に示すＮＤＢ更新情報蓄積部４２に蓄積されるデータであるＮＤＢ更新情報の
具体例を示す図である。ＮＤＢ更新情報はＲＤＢのテーブル名、ＲＤＢのキー番号（連結
識別子）、ＮＤＢの更新区分およびデータ内容を含む。ここで、ＮＤＢの更新処理は、デ
ータすなわちレコードの変更、追加または削除の何れかの処理に区分される。
【００１９】
図３は図１に示すＮＤＢ５１の具体例を示す図である。図３に示すＮＤＢは、７つのレコ
ードを３階層構造で構成されており、各レコード３０、３１、３２、３１１、３１２およ
び３２１にはレコード名およびキー番号（識別子）が付加されており、このキー番号は同
一親レコードの配下の子レコード間で互いを識別可能に設定されている。
【００２０】
図４の（Ａ）はＲＤＢのキー設定の基本形を示す図であり、図４の（Ｂ）は図３に示すＮ
ＤＢのレコード３１１に対応するＲＤＢのキー設定を具体的に示す図である。図４の（Ａ
）に示すように、ＮＤＢ内の第ｎ階層の１つのレコードに対応するＲＤＢ内のテーブルの
キー番号は、ＮＤＢの第１～第ｎ階層の各レコードのキー番号をひとつながりにしたもの
で設定される。ここで、ｎ（整数）は当該レコードのＮＤＢの最上位階層からの階層の深
さを表す。
【００２１】
図４の（Ｂ）に示すように、ＮＤＢ内のレコード３１１に対応するＲＤＢ内のテーブルの
キー番号は、ＮＤＢのレコード３１１の最上位階層であるレコード３０からレコード３１
１の第３階層までの各レコードのキー番号（識別子）、すなわち第１階層キー番号である
００１、第２階層キー番号である９８７、第３階層キー番号である１１１をひとつながり
にした連結識別子００１，９８７，１１１で設定される。
【００２２】
図５は図１に示すＲＤＢ５２から抽出されるテーブルの具体例を示す図である。図５に示
す行列構成のテーブルは、テーブル名が流動性口座で、テーブルの列には口座名義、口座
番号、残高、口座開設日、最終入金日等の項目（データ内容）が格納されており、各行に
は各列に記された項目に対応するデータが格納されていることを示す。
【００２３】
図６は図１に示すＲＤＢ反映対象テーブル５３の具体例を示す図である。ＲＤＢ反映対象
テーブルはＮＤＢ更新処理においてＲＤＢの更新対象となるテーブル名を予めリストした
表であり、このテーブル５３に予めリストしたテーブル名に対応するＮＤＢ内のレコード
が更新されるときにのみＮＤＢ更新情報蓄積部４２にＮＤＢ更新情報が蓄積される。換言
すれば、ＮＤＢに存在するレコードの中でＲＤＢのテーブルに必要ないものは更新情報と
して取得しないように、このテーブルにＲＤＢ反映対象レコードを予め定義しておく。
【００２４】
なお、ＮＤＢのレコード名とＲＤＢのテーブル名は、テーブルの特定を容易にするため同
一名称を使用する。
【００２５】
図１に示す取引ログ５４はコンピュータのシステム状態を示すデータを記録したデータリ
カバリ用のＨＬＦ（Historical Log File）に付加して記録される取引の履歴を示すデー
タである。このデータ、すなわち図２に示すＮＤＢ更新情報は、取引毎に内部記憶部４の
ＮＤＢ更新情報蓄積部４２から外部記憶部５内の取引ログ５４に書出され、例えば数１０
分から１時間毎の周期でＲＤＢ更新処理のため外部記憶部５内の他の磁気ディスクに転送
される。
【００２６】
ＲＤＢ５２の更新では、所定の周期、例えば数１０分から１時間毎に、ＲＤＢ更新処理部
４３を介して取引ログ５４内の更新情報のＲＤＢのテーブル名、ＲＤＢのキー番号（連結
識別子）をそのまま検索キーとして該当ＲＤＢテーブルを判定し、ＮＤＢの更新区分（変
更／追加／削除）に沿ったＮＤＢのデータ内容のＲＤＢ５２への反映処理を行う。
【００２７】
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次に、本発明によるＮＤＢのデータ更新をＲＤＢへ反映させる反映処理について以下に詳
細に説明する。
【００２８】
図７は本発明によるＮＤＢ更新処理のフローチャートである。前述したようにＮＤＢ更新
情報は、ＲＤＢのテーブル名、ＲＤＢのキー番号（連結識別子）、ＮＤＢの更新区分およ
びデータ内容を含み、ＮＤＢのレコードの更新時に図示しないワークエリアに一時的に蓄
積されている。
【００２９】
ＮＤＢのレコードの更新時に、図６に示すようなＲＤＢ反映対象テーブル５３を検索して
（ステップＳ１）、ワークエリアに一時的に格納されている今回更新するレコードがテー
ブル内のレコードに一致したときにのみ、今回更新するレコードのＮＤＢ更新情報を蓄積
対象として、ＮＤＢ更新情報蓄積部４２に格納する（ステップＳ２）。
【００３０】
次に、１取引内（１つの取引ログ）で、ＮＤＢ更新情報蓄積部４２に格納した今回のＮＤ
Ｂ更新情報がすでに蓄積されている情報か否か、すなわち同一レコードが複数回更新され
たか否かを判定し（ステップＳ３）、ＹＥＳと判定された場合には、塗替対象の情報と判
定して塗替処理を実行し（ステップＳ４）、塗替後の情報を取引ログ５４へ書出す（ステ
ップＳ５）。一方ＮＯと判定された場合には、今回のＮＤＢ更新情報を蓄積情報として取
引ログ５４の最後に書込む（ステップＳ６）。このように、１取引内で同一レコードが複
数回更新された場合には最後の更新情報のみを有効とする。次に、塗替処理を以下に説明
する。
【００３１】
図８は本発明による塗替パターンを説明するための図である。ＮＤＢ更新情報蓄積部４２
内のＮＤＢ更新情報を塗替処理する時に、今回蓄積するＮＤＢ更新情報であるＲＤＢのテ
ーブル名およびキー番号（連結識別子）が、既にＮＤＢ更新情報蓄積部４２に蓄積されて
いるＮＤＢ更新情報であるＲＤＢのテーブル名、キー番号（連結識別子）に合致するか否
かを、最新の蓄積情報から古い方へと順に検索して調べ、同一のテーブル名、キー番号（
連結識別子）をもつＮＤＢ更新情報がＮＤＢ更新情報蓄積部４２内に存在していれば、今
回蓄積するＮＤＢ更新情報を合致更新情報と判定し、塗替対象とする。この処理は図７の
ステップＳ３に相当する。この判定結果がＹＥＳのとき塗替処理を行い、判定結果がＮＯ
のとき塗替処理を行わずＮＤＢ更新情報蓄積部４２内にすでに蓄積されているＮＤＢ更新
情報の後に今回蓄積するＮＤＢ更新情報、すなわちＲＤＢのテーブル名、ＲＤＢのキー番
号（連結識別子）、ＮＤＢの更新区分およびデータ内容を書込む。以下、図８を参照して
本発明による塗替処理を説明する。
【００３２】
図８に示すパターンを説明するための図において、最も左側の列には塗替パターンの番号
が、その右側の列には、順に前回更新情報、今回更新情報および塗替後更新情報が示され
ている。前回更新情報、今回更新情報および塗替後更新情報の各々には、更新区分および
データが示されている。前回更新情報および今回更新情報は、共に前述の塗替対象と判定
された合致更新情報である。塗替後更新情報は、後にＲＤＢ反映処理を要する情報であり
、この情報のみが図１に示すＮＤＢ更新情報蓄積部４２から取引ログ５４へ転送される。
前回更新情報、今回更新情報および塗替後更新情報は、取引ログ５４への書出し後にオー
ルクリアされる。
【００３３】
ＮＤＢ更新情報の塗替処理（最終更新情報のみを残す手法）は、順序性を意識して下記の
具体的塗替パターン１～５に示す要領で行う。
【００３４】
塗替パターン１：前回更新情報の更新区分が追加で、今回更新情報の更新区分が変更の場
合、塗替後更新情報の更新区分は追加とする。これは、取引ログ５４の書出し後にオール
クリアされたＮＤＢ更新情報蓄積部４２に、レコードが追加された後に同一レコードのデ
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ータを今回変更する場合を示している。それゆえ塗替後更新情報は、次回のＲＤＢ反映処
理では追加の更新処理を行い、レコードの最新データが前回更新情報のＸＸＸＸＸＸでな
く今回更新情報のＹＹＹＹＹＹであることを示す。
【００３５】
塗替パターン２：前回更新情報の更新区分が追加で、今回更新情報の更新区分が削除の場
合、塗替後更新情報は出力なしとする。これは、取引ログ５４の書出し後にオールクリア
されたＮＤＢ更新情報蓄積部４２に、レコードが追加された後に同一レコードのデータを
今回削除する場合を示している。それゆえ塗替後更新情報は、次回のＲＤＢ反映処理では
何も実行する必要がないことを示し、更新区分およびレコードのデータは共に出力されな
い。
【００３６】
塗替パターン３：前回更新情報の更新区分が変更で、今回更新情報の更新区分が変更の場
合、塗替後更新情報は変更とする。これは、取引ログ５４の書出し後にオールクリアされ
たＮＤＢ更新情報蓄積部４２に、レコードが変更された後に同一レコードのデータを今回
更に変更する場合を示している。それゆえ塗替後更新情報は、次回のＲＤＢ反映処理でも
変更の更新処理を行い、レコードの最新データが前回更新情報のＸＸＸＸＸＸでなく今回
更新情報のＹＹＹＹＹＹであることを示す。
【００３７】
塗替パターン４：前回更新情報の更新区分が変更で、今回更新情報の更新区分が削除の場
合、塗替後更新情報は削除とする。これは、取引ログ５４の書出し後にオールクリアされ
たＮＤＢ更新情報蓄積部４２に、レコードが変更された後に同一レコードのデータを今回
削除する場合を示している。それゆえ塗替後更新情報は、次回のＲＤＢ反映処理では削除
の更新処理を行い、レコードの最新データが前回更新情報および今回更新情報共にＸＸＸ
ＸＸＸであることを示している。次回のＲＤＢ反映処理時に当該レコードに対応するＲＤ
ＢのテーブルおよびそのデータＸＸＸＸＸＸは共に削除される。
【００３８】
塗替パターン５：前回更新情報の更新区分が削除で、今回更新情報の更新区分が追加の場
合、塗替後更新情報は変更とする。これは、取引ログ５４の書出し後にオールクリアされ
たＮＤＢ更新情報蓄積部４２に、レコードが削除された後に同一レコードのデータを今回
追加する場合を示している。それゆえ塗替後更新情報は、次回のＲＤＢ反映処理では変更
の更新処理を行い、レコードの最新データが前回更新情報のＸＸＸＸＸＸでなく今回更新
情報のＹＹＹＹＹＹであることを示す。
【００３９】
以上、図８を用いて１つの取引で２回のＮＤＢ更新処理を行った場合を例に挙げて塗替処
理を説明したが、１つの取引で複数回のＮＤＢ更新処理を行った場合も同様に、塗替処理
が行われる。
【００４０】
このように、図８に示した塗替パターンに従って塗替処理を行うことにより、ＲＤＢ反映
時に不必要なデータの更新をなくすことができ、処理時間を短縮できる。なお、図８に示
した説明図に準ずるような判定テーブルを内部記憶部４に保持しておいてもよいし、プロ
グラムに図８のような判定をさせるための処理を記述しておいても構わない。
【００４１】
最後にＲＤＢの更新処理を説明する。
【００４２】
図９は本発明によるＲＤＢ更新処理のフローチャートである。ＲＤＢの更新処理では、取
引ログ５４内に格納されたＮＤＢ更新情報であるＲＤＢのテーブル名およびキー番号（連
結識別子）をそのまま検索キーとして該当ＲＤＢテーブルを検索し（ステップＳ１１）、
検索したＲＤＢテーブルに対してＮＤＢ更新情報の更新区分（変更／追加／削除）を判定
し（ステップＳ１２）、その判定に沿った反映処理、すなわちＲＤＢのデータの更新処理
（ステップＳ１３）を行う。
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【００４３】
次に、図１０～１２を参照して図１に示す本発明によるデータベース更新情報の反映シス
テムを用いてＮＤＢのデータ更新内容をＲＤＢへ反映する具体例を以下に説明する。
【００４４】
図１０はオンライン上のＮＤＢの具体例を示す図である。図１０に示されるＮＤＢ１５１
は銀行の預金通帳に関し、３段の階層構造を有する。最上位の第１階層に顧客情報のレコ
ードが、第２階層に流動性（普通）口座および定期性口座のレコードが、第３階層に流動
性口座の取引明細のレコードが示されている。各レコードには、レコード名および識別子
が設定されている。顧客情報のレコードの識別子には顧客番号が、流動性（普通）口座お
よび定期性口座のレコードの識別子には口座番号が、流動性口座または定期性口座の取引
明細のレコードの識別子には明細番号が、それぞれ同一親レコードの配下で一意に登録さ
れている。各レコードはそれぞれ最新のデータ内容（図示せず）を有する。
【００４５】
次に、１取引で、流動性口座の取引明細のレコード８１を変更し、破線で囲んで示す定期
性口座のレコード８２を新たに追加するＮＤＢ更新処理を行う場合を想定し、この更新を
ＲＤＢに反映する具体例を以下に説明する。なお、定期性口座のレコード８２が破線で示
されているのは、ＮＤＢ更新処理前には存在していなかったからである。
【００４６】
図１１は取引ログ１５４の具体例を示す図である。図１１に示すように、図１０に示すＮ
ＤＢ１５１の１取引の取引ログには、第１番目（上段）に、流動性口座の取引明細のレコ
ード８１の更新情報として、状態の欄に更新の区分が変更であることが示され、レコード
名にTORIMEISが示され、第１階層に顧客情報レコードの識別子である識別子0000000001、
第２階層に流動性口座レコードの識別子である識別子0000000010、第３階層にレコード８
１の識別子である識別子00001が示されており、第２番目（下段）に、定期性口座のレコ
ード８２の更新情報として、状態の欄に更新の区分が追加であることが示され、レコード
名にTEIKIKOZが示され、第１番目の取引ログと同様に第１階層に識別子0000000001、第２
階層に識別子0000000010が示されている。
【００４７】
この取引ログに示されたＮＤＢ更新をＲＤＢに反映するには、取引ログにおける第１番目
の更新レコード８１の更新区分が変更であるので、流動性口座の取引明細のレコード８１
のレコード名であるTORIMEISと同一名称のテーブル名を有し、連結識別子が0000000001,0
000000010,00001であるテーブルをＲＤＢ内で検索し、検索されたテーブルのデータをレ
コード８１のデータで変更する。次に、取引ログにおける第２番目の更新レコード８２の
更新区分が追加であるので、定期性口座のレコード８２のレコード名であるTEIKIKOZと同
一名称のテーブル名を有し、連結識別子が0000000001,0000000010であるテーブルをＲＤ
Ｂ内に新たに生成し、生成したテーブルのデータにレコード８２のデータを書込む。
【００４８】
図１２は図１１に示す取引ログがＲＤＢに反映されるときの図１０に示すＮＤＢに対応す
るＲＤＢの状態を示す図であり、（Ａ）は反映前のＲＤＢの状態を示す図であり、（Ｂ）
は反映後のＲＤＢの状態を示す図である。図１２の（Ａ）および（Ｂ）に示されているよ
うに、ＲＤＢにはＳＱＬにより抽出可能なテーブル名がKOKYAKUJ、RYUDOKOZ、TORIMEISお
よびTEIKIKOZの４つのテーブルが格納されている。各テーブルには、キー番号の欄に、Ｎ
ＤＢ内で同一レコード名を有するレコードの最上位階層のレコードの識別子から当該レコ
ードの識別子までをひとつながりにしたキー番号（連結識別子）が格納され、データ内容
の欄に、当該レコードのデータ内容が格納されている。
【００４９】
図１２の（Ａ）に示されるように、反映前のＲＤＢには、テーブル名がKOKYAKUJのテーブ
ル、テーブル名がRYUDOKOZのテーブルおよびテーブル名がTORIMEISのテーブルに、それぞ
れ２つのキー番号（連結識別子）とそれらのデータ内容が格納されており、テーブル名が
TEIKIKOZのテーブルに１つのキー番号（連結識別子）とそのデータ内容が格納されている
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。テーブル名がRYUDOKOZおよびTEIKIKOZのテーブルのデータ内容は、例えば図５に示すよ
うな口座名義、口座番号、残高、口座開設日および最終入金日等であり、テーブル名がTO
RIMEISのテーブルのデータ内容は、入金または出金の区分け、取引金額、取引日および取
引時刻等である。
【００５０】
図１２の（Ｂ）に示されるように、反映後のＲＤＢには、テーブル名がKOKYAKUJのテーブ
ル、テーブル名がRYUDOKOZのテーブル、テーブル名がTORIMEISのテーブルおよびテーブル
名がTEIKIKOZのテーブルに、それぞれ２つのキー番号（連結識別子）とそれらのデータ内
容が格納されている。反映前のＲＤＢと異なるところは、テーブル名がTORIMEISのテーブ
ルにおいて、参照番号１０１で示す１つのキー番号（連結識別子）0000000001,000000001
0,00001の反映前のデータ内容が参照番号１０２で示す同一キー番号（連結識別子）の反
映後のデータ内容に変更され、かつテーブル名がTEIKIKOZのテーブルに、参照番号１０３
で示す１つのキー番号（連結識別子）0000000001,0000000010とそのデータ内容が追加さ
れたことである。
【００５１】
（付記１）　ネットワークデータベースにおけるレコードの更新をリレーショナルデータ
ベースに反映させるデータベース更新情報の反映システムにおいて、
前記ネットワークデータベースに階層構造で格納される各レコードに対し、レコード名と
、同一親レコードの子レコードが互いに識別可能となるような識別子とを設定する手段と
、
前記レコードの更新毎に、更新するレコードに対応する前記レコード名および前記レコー
ドの最上位階層から当該レコードの階層までの各識別子を含む該レコードの更新情報を蓄
積する蓄積手段と、
前記リレーショナルデータベースに表構造で格納される各テーブルに対し、前記レコード
名に対応するテーブル名および前記レコードの最上位階層から当該レコードの階層までの
各識別子をひとつながりにした連結識別子を設定する手段と、
所定の周期で、前記テーブル名と前記連結識別子とから前記リレーショナルデータベース
内のテーブルを特定し、該テーブルを前記レコードの更新情報で更新する手段と、
を備えたことを特徴とするデータベース更新情報の反映システム。
【００５２】
（付記２）　前記蓄積手段は、予め設定したリレーショナルデータベースへの更新対象の
レコードに対してのみ該レコードの更新時のデータを蓄積する、請求項１に記載のデータ
ベース更新情報の反映システム。
【００５３】
（付記３）　前記蓄積手段は、前記レコードの更新毎に、今回更新対象のレコードが前記
蓄積手段に蓄積されたレコード内に有るか無いかを判定し、有ると判定されたときは該レ
コードの最新のデータを蓄積し、無いと判定されたときは今回更新対象のレコードのデー
タを蓄積する、請求項１または２に記載のデータベース更新情報の反映システム。
【００５４】
（付記４）　前記蓄積手段は、前記蓄積されたレコード内に今回更新対象のレコードが有
るか無いかの判定を、該今回更新対象のレコードの前記レコード名および前記連結識別子
が前記蓄積された各レコードの前記レコード名および前記連結識別子に一致するか否かに
より判定する、請求項３に記載のデータベース更新情報の反映システム。
【００５５】
（付記５）　前記最新のデータは、今回更新対象のレコードの更新区分と該レコードに一
致した前記蓄積されたレコード内のレコードの更新区分とに応じて決定される、請求項４
に記載のデータベース更新情報の反映システム。
【００５６】
（付記６）　前記テーブル名は、前記レコード名と同一名称である、付記１乃至５の何れ
か一つに記載のデータベース更新情報の反映システム。
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【００５７】
（付記７）　ネットワークデータベースにおけるレコードの更新をリレーショナルデータ
ベースに反映させるデータベース更新情報の反映システムを、
前記ネットワークデータベースに階層構造で格納される各レコードに対し、レコード名と
、同一親レコードの子レコードが互いに識別可能となるような識別子とを設定する手段と
、
前記レコードの更新毎に、更新するレコードに対応する前記レコード名および前記レコー
ドの最上位階層から当該レコードの階層までの各識別子を含む該レコードの更新情報を蓄
積する蓄積手段と、
前記リレーショナルデータベースに表構造で格納される各テーブルに対し、前記レコード
名に対応するテーブル名および前記レコードの最上位階層から当該レコードの階層までの
各識別子をひとつながりにした連結識別子を設定する手段と、
所定の周期で、前記テーブル名と前記連結識別子とから前記リレーショナルデータベース
内のテーブルを特定し、該テーブルを前記レコードの更新情報で更新する手段と、
して機能させるためのプログラムを備えたことを特徴とするデータベース更新情報の反映
プログラム。
【００５８】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明のデータベース更新情報の反映システムおよびそのためのプ
ログラムによれば、計算機負荷が少なくデータベース更新情報の反映処理を簡素化したの
で、基幹系データベース（ネットワークデータベース：ＮＤＢ）のデータ更新内容を迅速
かつ効率的に情報系データベース（リレーショナルデータベース：ＲＤＢ）に反映するこ
とができる。
【００５９】
本発明によれば、データベース更新情報の反映処理時間を短縮でき、それゆえ頻繁に更新
処理ができるようになる。具体的には従来日毎にＮＤＢの情報をＲＤＢに反映していたが
、本発明では数十分から１時間毎に最新情報が反映可能となるので、ＲＤＢの情報の鮮度
が高くなり経営分析等の利用に有効となる。
【００６０】
また、本発明によれば、ＮＤＢの更新データの内でＲＤＢに反映する必要のない更新デー
タを排除する構成を設けたので、効率的なデータ反映が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるデータベース更新情報の反映システムの一実施形態の概略構成図で
ある。
【図２】図１に示すＮＤＢ更新情報蓄積部４２に蓄積されるデータであるＮＤＢ更新情報
の具体例を示す図である。
【図３】図１に示すＮＤＢ５１の具体例を示す図である。
【図４】（Ａ）はＲＤＢのキー設定の基本形を示す図であり、（Ｂ）は図３に示すＮＤＢ
のレコード３１１に対応するＲＤＢのキー設定を具体的に示す図である。
【図５】図１に示すＲＤＢ５２から抽出されるテーブルの具体例を示す図である。
【図６】図１に示すＲＤＢ反映対象テーブル５３の具体例を示す図である。
【図７】本発明によるＮＤＢ更新処理のフローチャートである。
【図８】本発明による塗替パターンを説明するための図である。
【図９】本発明によるＲＤＢ更新処理のフローチャートである。
【図１０】オンライン上のＮＤＢの具体例を示す図である。
【図１１】取引ログの具体例を示す図である。
【図１２】図１１に示す取引ログがＲＤＢに反映されるときの図１０に示すＮＤＢに対応
するＲＤＢの状態を示す図であり、（Ａ）は反映前のＲＤＢの状態を示す図であり、（Ｂ
）は反映後のＲＤＢの状態を示す図である。
【符号の説明】
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１…ＣＰＵ
２…入力部
３…出力部
４…内部記憶部
５…外部記憶部
６…通信部
１０…データベース更新情報反映システム
４１…ＮＤＢ更新処理部
４２…ＮＤＢ更新情報蓄積部
４３…ＲＤＢ更新処理部
５１，１５１…ネットワークデータベース（ＮＤＢ）
５２…リレーショナルデータベース（ＲＤＢ）
５３…ＲＤＢ対象テーブル
５４，１５４…取引ログ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】



(15) JP 4152107 B2 2008.9.17

【図１１】 【図１２】



(16) JP 4152107 B2 2008.9.17

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  佐藤　和英
            神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番１号　富士通株式会社内

    審査官  高瀬　勤

(56)参考文献  特開平０７－２４４６０５（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－３０７７４２（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－０３５９１１（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－２６７９０９（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－２６７９０６（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－３２５１３３（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－２７３１７８（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－１８００６２（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G06F  12/00
              G06F  17/30
              JSTPlus(JDreamII)


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

